
 

 

物  質  名 塩化クロロアセチル ＤＢ－11 

別  名 
クロロアセチルクロリド、モノク

ロロアセチルクロリド 

構 造 式 

 

 

CAS 番号 79-04-9 

PRTR 番号 － 

化審法番号 2-1147 

分子式 C2H2Cl2O 分子量 112.94 

沸点 106℃1) 
 融点 －21.77℃1) 

 

蒸気圧 2.52×10
 
mmHg（25℃、実測値）2)

 換算係数 1 ppm = 4.62 mg/m
3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） －0.22（推定値）3)
 水溶性 1.63×10

5（25℃、推定値）4)
 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 220 mg/kg
 5)

  

 ラット 経口 LD50 208 mg/kg
 5)

  

 マウス 吸入 LC50 1,300 ppm (6,006 mg/m
3
) (1hr) 

5)
  

 ラット 吸入 LC50 660 ppm (3,049 mg/m
3
) (1hr) 

5)
  

 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラット、マウス、ハムスターに 0、2.3、4.6、12、23 mg/m
3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸

入させた結果、ラットでは 2.3 mg/m
3 及び 4.6 mg/m

3 群で嗅上皮の炎症、4.6 mg/m
3 群で肺の炎

症や肥大、4.6 mg/m
3 以上の群で鼻漏、被毛の粗剛化、結膜炎や結膜発赤、体重増加の抑制が

みられた。12 mg/m
3 以上の群では死亡（12 mg/m

3 群で 17/20 匹、23 mg/m
3 群で 19/20 匹）、

嗜眠や過敏な状態、呼吸器（鼻甲介、気管、肺）で炎症、組織の変性がみられた。マウスで

は、2.3 mg/m
3 以上の群で被毛の粗剛化、くしゃみ、結膜の発赤の濃度に依存した発生率増加

や重症化、鼻甲介、気管、気管支の粘膜で細胞質内好酸性封入体を伴う炎症、肺粘膜の肥厚、

過形成、4.6 mg/m
3 以上の群で体重増加の抑制がみられた。12 mg/m

3 以上の群では、死亡（12 

mg/m
3 群で 2/20 匹、23 mg/m

3 群で 3/20 匹）、ヘモグロビン由来と考えられる赤色の細胞形質

の塊を含む肺胞マクロファージ、23 mg/m
3 群でラ音、嗜眠、鼻漏が観察された。ハムスター

では、2.3 mg/m
3 以上の群で濃度に依存してくしゃみ、眼を閉じる状態の発生率が増加し、12 

mg/m
3 以上の群で体重増加の抑制がみられたが、2.3 mg/m

3 以上の群で死亡はなかった 6) 。こ

の結果から、ラット、マウス、ハムスターの LOAEL を 2.3 mg/m
3（ばく露状況で補正：0.41 

mg/m
3）とする。 

・ラットに 9～14 mg/m
3 を 4 週間（7 時間/日）吸入させ、4 週間の回復期間をおいた後、23～32 

mg/m
3 を 5 日間（7 時間/日）吸入させ、その後 8 週間の回復期間をおいた試験では、軽微な

呼吸困難及び肺胞壁の軽微な限局性の変性がみられた。また、ラットに 9～14 mg/m
3 を 4 週

間（7 時間/日）吸入させ、12 週間の回復期間をおいた試験では、臨床所見や肺、肝臓、腎臓

の組織の病変はみられなかった 7) 。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラット、マウスに 0、2.3、4.6、12、23 mg/m
3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

12 mg/m
3 以上の群で生殖器官（雌）や精子形成に影響（詳細不明）がみられ、これらの群の



 

体重増加の抑制や健康状態の悪化によるものと考えられた 6) 。 

ヒ ト へ の 影 響 

・催涙性があり、眼を刺激し、皮膚、気道に対して腐食性を示す。経口摂取でも腐食性を示す。

眼に入ったり皮膚に付くと痛み、発赤、かすみ眼、重度の熱傷を生じ、皮膚では水疱も生じ

る。経口摂取すると灼熱感、腹痛、下痢、ショックまたは虚脱、吸入すると咳、息苦しさ、

息切れ、咽頭痛、灼熱感、チアノーゼの唇や爪を生じる。蒸気またはエーロゾルを吸入する

と、肺水腫を起こすことがある。心血管系に影響を与えることがある。許容濃度をはるかに

超えてばく露すると、死に至ることがある。長期または反復してばく露すると肺が冒される

ことがあり、皮膚への接触では、皮膚炎を起こすことがある 8)。  

・産業衛生の技師が、0.14 ppm（0.65 mg/m
3）で強い臭気を感じ、0.023 ppm（0.11 mg/m

3）でよ

うやく臭いが検出でき、0.011 ppm（0.051 mg/m
3）で臭いを検出できなかったとの報告がある。

これらの濃度では眼の刺激はなかったが、0.910 ppm（4.2 mg/m
3）で眼の痛み、流涙を生じ

た  
9) 。 

・製薬工場の男性労働者が本物質、キシリジン、ベンゼンの液体混合物（混合比 1：1：7）を

皮膚の広範囲にばく露し、呼吸困難、虚脱、てんかん様の大発作を起こしてこん睡状態とな

り、事故の 2 年後も昏睡状態が続いたとの報告 10) があるが、複数物質のばく露を受けている

ために、本物質と症状との関連は明らかではない。また、本物質製造工場で本物質のばく露

を受けた労働者の死亡例では、かなりの量が皮膚に触れた後、2、3 分以内に心肺停止が起き

たことから、本物質は心室性不整脈を促進する可能性が考えられた 10)とされている。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH
11)

 
TLV-TWA 0.05 ppm（0.23 mg/m

3） 

TLV-STEL 0.15 ppm（0.69 mg/m
3） 

 

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定 

 経口ばく露について暫定無毒性量等の設定はできなかった。 

吸入ばく露については、ラット、マウス、ハムスターの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 

2.3 mg/m
3（ラット、マウスで呼吸器の炎症など、ハムスターで目を閉じる状態など）を採用し、

ばく露状況で補正して 0.41 mg/m
3 とし、LOAEL であることから 10 で除し、試験期間が短いこ

とから 10 で除した 0.0041 mg/m
3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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